
(57)【要約】

　【課題】　低コストで反射防止性に優れた表示パネル

用保護カバー及びその用途を提供する。

　【解決手段】　透明基板10と反射防止用透明媒体層11

とを有し、反射防止用透明媒体層11が表示パネル２の画

面20に密接するように配置される保護カバー１であって

、反射防止用透明媒体層11の屈折率N1は、下記一般式(1

)：

　　　No＜N1＜Ns
2　　　・・・(1)

（ただしNoは空気の屈折率であり、Nsは透明基板10の屈

折率である。）を満たす表示パネル用保護カバー１。

　【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 明 基 板 と 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 と を 有 し 、 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 が 表 示 パ ネ ル の 画
面 に 密 接 す る よ う に 配 置 さ れ る 保 護 カ バ ー で あ っ て 、 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 の 屈 折 率
N 1 は 、 下 記 一 般 式 (1)：
　 　 　 No＜ N 1 ＜ Ns

2 　 　 　 ・ ・ ・ (1)
（ た だ し Noは 空 気 の 屈 折 率 で あ り 、 Nsは 前 記 透 明 基 板 の 屈 折 率 で あ る 。 ） を 満 た す こ と を
特 徴 と す る 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー に お い て 、 前 記 透 明 基 板 は 、 そ の 周 端 部 に 沿 っ
た 形 状 の 環 状 シ ー ル パ タ ー ン を 介 し て 前 記 表 示 パ ネ ル に 装 着 さ れ 、 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒
体 は 、 前 記 透 明 基 板 、 前 記 表 示 パ ネ ル 及 び 前 記 環 状 シ ー ル パ タ ー ン に よ り 密 封 さ れ た 空 間
に 充 填 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー に お い て 、 前 記 透 明 基 板 は ポ リ メ チ ル メ
タ ク リ レ ー ト 樹 脂 又 は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 か ら な り 、 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 は 水 又 は
紫 外 線 硬 化 型 の ア ク リ レ ー ト 樹 脂 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー に お い て 、 前 記 透 明 基 板 の 後 面
に 防 眩 処 理 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー に お い て 、 前 記 透 明 基 板 の 前 面
に 反 射 防 止 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー に お い て 、 前 記 透 明 基 板 の 周 端
部 に 暗 色 塗 装 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー に お い て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、
対 向 す る 基 板 間 に 封 止 さ れ た 液 晶 に よ り 画 面 が 形 成 さ れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル で あ る こ と を 特
徴 と す る 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る デ
ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 低 コ ス ト で 反 射 防 止 性 に 優 れ た 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 及 び そ の 用 途 と し て
の デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ を 始 め と し て 液 晶 表 示 装 置 を 備 え た 種 々 の 機 器 が 普 及 し て い
る 。 し か し 液 晶 表 示 装 置 の 画 面 は 、 衝 撃 を 受 け る と 傷 つ い て 外 観 が 損 わ れ た り 、 破 損 し て
表 示 機 能 が 失 わ れ た り す る と い っ た 問 題 が あ る 。 そ こ で 例 え ば 特 開 2003-302620号 （ 特 許
文 献 １ ） は 、 図 13に 示 す よ う に 、 透 明 基 板 10が 液 晶 パ ネ ル 21の 画 面 20に 対 向 す る よ う に 配
置 さ れ た 保 護 カ バ ー 100を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 を 開 示 し て い る 。 し か し こ の 液 晶 表 示 装
置 で は 、 保 護 カ バ ー 100の 額 縁 部 32に 設 け ら れ た 枠 部 30に よ り 透 明 基 板 10が 支 持 さ れ て い
る の で 、 透 明 基 板 10と 画 面 20と の 間 に 空 間 50が あ る 。 そ の た め 透 明 基 板 10の 前 面 と 外 側 の
空 気 層 と の 界 面 、 及 び 透 明 基 板 10の 後 面 と 内 部 の 空 気 層 と の 界 面 で 、 外 光 Xの 入 射 に 対 し
て 反 射 光 X 1 及 び X 2 が 生 じ 、 画 像 の 視 認 性 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 特 開 平 ５ -11239号 （ 特 許 文 献 ２ ） は 、 図 14に 示 す よ う に 、 偏 光 板 22を 具 備 す る 液 晶 パ ネ
ル 21と 、 偏 光 板 22に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 保 護 カ バ ー 101と を 有 し 、 偏 光 板 22と 保 護
カ バ ー 101と の 間 に 、 液 状 材 料 か ら な る 外 光 反 射 防 止 層 112が 介 在 し て お り 、 偏 光 板 22、 保
護 カ バ ー 101及 び 外 光 反 射 防 止 層 112の 各 々 を 構 成 す る 材 料 が ほ ぼ 同 一 の 屈 折 率 を 有 す る 液
晶 デ ィ ス プ レ イ を 提 案 し て い る 。 し か し 特 許 文 献 ２ は 、 「 ほ ぼ 同 一 の 屈 折 率 」 と は ど の 程
度 の 範 囲 を 意 味 す る の か 具 体 的 に 記 載 し て お ら ず 、 し か も 外 光 反 射 防 止 層 112を 構 成 す る
材 料 に 関 し て も オ イ ル 状 材 料 と 記 載 し て い る だ け で あ っ て 、 具 体 的 な 材 質 を 記 載 し て い な
い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-302620号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ -11239号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 低 コ ス ト で 反 射 防 止 性 に 優 れ た 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー 及 び
そ の 用 途 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 に 鑑 み 鋭 意 研 究 の 結 果 、 本 発 明 者 ら は 、 透 明 基 板 と 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 と を
有 し 、 こ れ ら の 屈 折 率 が 互 い に 調 整 さ れ た 保 護 カ バ ー を 、 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 が 表
示 パ ネ ル の 画 面 に 密 接 す る よ う に 配 置 す る と 、 優 れ た 反 射 防 止 性 が 低 コ ス ト で 得 ら れ る こ
と を 見 出 し 、 本 発 明 に 想 到 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー は 、 透 明 基 板 と 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 と を
有 し 、 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 が 表 示 パ ネ ル の 画 面 に 密 接 す る よ う に 配 置 さ れ る も の で
あ っ て 、 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 の 屈 折 率 N 1 が 、 下 記 一 般 式 (1)：
　 　 　 No＜ N 1 ＜ Ns

2 　 　 　 ・ ・ ・ (1)
（ た だ し Noは 空 気 の 屈 折 率 で あ り 、 Nsは 前 記 透 明 基 板 の 屈 折 率 で あ る 。 ） を 満 た す こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 透 明 基 板 は 、 そ の 周 端 部 に 沿 っ た 形 状 の 環 状 シ ー ル パ タ ー ン を 介 し て 前 記 表 示 パ ネ
ル に 装 着 さ れ る の が 好 ま し い 。 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 は 、 前 記 透 明 基 板 、 前 記 表 示 パ ネ
ル 及 び 前 記 環 状 シ ー ル パ タ ー ン に よ り 密 封 さ れ た 空 間 に 充 填 さ れ る の が 好 ま し い 。 前 記 透
明 基 板 は ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 樹 脂 又 は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 か ら な る の が 好 ま し い
。 前 記 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 は 水 又 は 紫 外 線 硬 化 型 の ア ク リ レ ー ト 樹 脂 か ら な る の が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 透 明 基 板 は 、 そ の 後 面 に 防 眩 処 理 層 を 有 す る の が 好 ま し い 。 前 記 透 明 基 板 は 、 そ の
前 面 に 反 射 防 止 層 を 有 す る の が 好 ま し い 。 前 記 透 明 基 板 は 、 そ の 周 端 部 に 暗 色 塗 装 層 を 有
す る の が 好 ま し い 。 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 対 向 す る 基 板 間 に 封 止 さ れ た 液 晶 に よ り 画 面 が 形
成 さ れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー は デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 用 途 に 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 保 護 カ バ ー は 、 透 明 基 板 と 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 と を 有 し 、 こ れ ら の 屈 折 率 が
互 い に 調 整 さ れ て い る の で 、 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 が 表 示 パ ネ ル の 画 面 に 密 接 す る よ う に
配 置 す る と 、 優 れ た 反 射 防 止 性 が 低 コ ス ト で 得 ら れ る 。 こ の よ う な 優 れ た 特 性 を 有 す る 本
発 明 の 保 護 カ バ ー は 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に 組 み 込 ま れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル の 保 護 に 好 適
で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 保 護 カ バ ー の 構 造 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 特 に 断 り が な い 限 り 図 13
及 び 図 14に 示 す 部 位 と 同 じ 部 位 に は 同 じ 参 照 番 号 を 付 与 す る 。 従 っ て 、 図 13及 び 図 14に 示
す 保 護 カ バ ー の 説 明 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
[1] 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー の 一 例 を 示 す 。 こ の 例 で は 、 保 護 カ バ
ー １ を 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に 組 み 込 ま れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ に 設 け て い る 。 保 護 カ バ
ー １ は 、 透 明 基 板 10と 、 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 11と を 有 し 、 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 11が 液
晶 モ ジ ュ ー ル ２ の 画 面 20に 密 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ は 、 対 向 す
る 基 板 間 に 封 止 さ れ た 液 晶 に よ り 画 面 が 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル （ 液 晶 セ ル ） 、 駆 動 の た め
の ド ラ イ バ ー IC、 ド ラ イ バ ー ICを 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ や そ の 他 の 電 子 部 品 等 が 組 み 込 ま
れ た プ リ ン ト 基 板 、 バ ッ ク ラ イ ト 等 を 具 備 す る も の で あ り 、 そ の 構 造 は 公 知 で あ る の で 、
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 背 面 カ バ ー ３ に は 、 透 明 基 板 10を 支 持 す る 枠 部 30が 設 け ら れ て い る 。 透 明 基 板 10は 、 枠
部 30の 縁 部 31に 沿 っ て 設 け ら れ た 環 状 の シ ー ル パ タ ー ン ４ を 介 し て 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ に 装
着 さ れ て い る 。 透 明 基 板 10は ま た 、 そ の 周 端 部 後 面 が 枠 部 30に 接 着 さ れ て い る 。 透 明 媒 体
11は 透 明 基 板 10、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ 及 び シ ー ル パ タ ー ン ４ に よ り 密 封 さ れ た 空 間 50に 充 填
さ れ て い る 。 シ ー ル パ タ ー ン ４ を 設 け る こ と に よ り 、 透 明 媒 体 11が 液 状 の 場 合 で も 確 実 に
シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー の 別 の 例 を 示 す 。 な お 図 ２ に 示 す 例 と 同 じ 部 材
又 は 部 分 に は 同 じ 参 照 番 号 を 付 し て あ る 。 こ の 例 で は 、 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 11は 透 明 接
着 層 111aと 、 フ ィ ル ム 状 の 透 明 媒 体 層 110と 、 透 明 接 着 層 111bと か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
[2] 表 示 パ ネ ル 用 保 護 カ バ ー の 層 構 成
(1) 透 明 基 板
　 透 明 基 板 10を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 限 定 す る 趣 旨 で は な い が 、 例 え ば ポ リ メ タ ク リ ル
酸 エ ス テ ル 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.45～ 1.53） 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト （ PC） 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.55～
1.6、 可 視 光 透 過 率 ： 90％ ） 、 セ ル ロ ー ス ト リ ア セ テ ー ト 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.50、 可 視 光 透
過 率 ： 90％ ） 、 非 晶 質 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.53） 、 石 英 ガ ラ ス （ 屈 折 率 ： 1.46
） 、 各 種 無 機 ガ ラ ス （ 屈 折 率 ： 1.45～ 1.85） 等 が 挙 げ ら れ る 。 中 で も こ の 材 料 と し て は 、
低 コ ス ト で 透 明 性 に 優 れ て い る ポ リ メ タ ク リ ル 酸 エ ス テ ル 樹 脂 又 は PC樹 脂 が 好 ま し く 、 ポ
リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト （ PMMA） 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.48～ 1.52、 可 視 光 透 過 率 ： 93％ ） が よ
り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 透 明 基 板 10の 厚 さ は 、 所 望 の 強 度 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。 保 護 カ バ ー １ を デ ジ
タ ル ス チ ル カ メ ラ に 使 用 す る 場 合 、 通 常 0.5～ １ mmで あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 透 明 基 板 10は 、 そ の 後 面 （ 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 11側 の 面 ） に 防 眩 処 理 を 施 す の が 好 ま
し い 。 た だ し 防 眩 処 理 は 後 面 に の み 施 す こ と に 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。 防 眩 処 理 方 法 と し
て は 、 例 え ば 透 明 基 板 10に 有 機 又 は 無 機 の 微 粒 子 を コ ー テ ィ ン グ す る 方 法 、 透 明 基 板 10を
化 学 的 処 理 及 び ／ 又 は 物 理 的 処 理 す る 方 法 、 透 明 基 板 10に 防 眩 フ ィ ル ム を 貼 る 方 法 等 の 公
知 の 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 有 機 微 粒 子 と し て は 、 ポ リ ス チ レ ン 微 粒 子 、 ア ク リ ル 樹 脂 微 粒 子
等 が 挙 げ ら れ る 。 無 機 微 粒 子 と し て は 、 シ リ カ 微 粒 子 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら 有 機 及 び ／
又 は 無 機 の 微 粒 子 は バ イ ン ダ を 用 い て 透 明 基 板 10に コ ー テ ィ ン グ す る 。 バ イ ン ダ と し て 、
例 え ば PMMA樹 脂 、 非 結 晶 性 の フ ッ 素 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ る 。 化 学 的 処 理 と し て は 、 例 え ば 透
明 基 板 10を 薬 品 等 に よ り 処 理 す る 方 法 が あ る 。 物 理 的 処 理 と し て は 、 透 明 基 板 10を ブ ラ ス
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ト 処 理 す る 方 法 等 が 挙 げ ら れ る 。 防 眩 フ ィ ル ム と し て は 、 上 記 の よ う な 有 機 及 び ／ 又 は 無
機 の 微 粒 子 を 含 有 す る 透 明 フ ィ ル ム や 、 エ ン ボ ス 加 工 さ れ た 透 明 フ ィ ル ム 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 光 透 過 性 の 低 下 を 低 減 す る た め に 、 防 眩 処 理 層 の 屈 折 率 N 2 は 、 下 記 一 般 式 (2)：
　 　 0.01≦ |N 2 － N 1 |≦ 1.0　 　 　 ・ ・ ・ (2)
（ た だ し N 1 は 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11の 屈 折 率 で あ る 。 ） を 満 た す 範 囲 に す る の が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 透 明 基 板 10は 、 そ の 前 面 （ 図 １ で は 手 前 の 面 ） に 反 射 防 止 膜 を 設 け る の が 好 ま し い 。 反
射 防 止 膜 は 公 知 の も の で よ く 、 透 明 基 板 10を 構 成 す る 材 料 の 屈 折 率 に 応 じ て 適 宜 選 択 す れ
ば よ い 。 透 明 基 板 10が PMMAか ら な る 場 合 、 反 射 防 止 膜 材 料 と し て は 、 例 え ば MgF 2 （ 屈 折 率
： 1.38） 、 シ リ カ エ ア ロ ゲ ル （ 屈 折 率 ： 1.05～ 1.35） 等 の 無 機 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 反 射 防
止 膜 は 通 常 一 層 の み か ら な る も の で あ れ ば よ い が 、 必 要 に 応 じ て 屈 折 率 の 異 な る 複 数 の 層
か ら な る も の で あ っ て も よ い 。 反 射 防 止 膜 は 、 無 機 材 料 の み か ら な っ て も よ い し 、 無 機 物
の 微 粒 子 を バ イ ン ダ に 分 散 さ せ た 複 合 層 か ら な っ て も よ い 。 バ イ ン ダ と し て 、 例 え ば PMMA
樹 脂 、 非 結 晶 性 の フ ッ 素 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 反 射 防 止 膜 は 、 無 機 材 料 の み か ら な る 場 合 、 蒸 着 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 イ オ ン プ レ ー
テ ィ ン グ 法 等 の 物 理 蒸 着 法 、 熱 CVD、 プ ラ ズ マ CVD、 光 CVD等 の 化 学 蒸 着 法 等 に よ っ て 形 成
す る こ と が で き る 。 無 機 微 粒 子 － バ イ ン ダ 複 合 層 は デ ィ ッ プ コ ー ト 法 、 ス ピ ン 法 、 ス プ レ
ー 法 、 ロ ー ル コ ー テ ィ ン グ 法 、 ス ク リ ー ン 印 刷 法 等 の 湿 式 の 方 法 で 形 成 す る こ と が で き る
。 樹 脂 層 は 化 学 蒸 着 法 や ウ ェ ッ ト 法 で 形 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 透 明 基 板 10は 必 要 に 応 じ て 、 そ の 前 面 に 、 帯 電 防 止 層 、 ハ ー ド コ ー ト 層 、 防 汚 コ ー ト 層
、 防 曇 コ ー ト 層 、 導 電 層 等 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 透 明 基 板 10に は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 シ ー ル パ タ ー ン ４ を 覆 う よ う に 、 前 面 の
周 端 部 に 環 状 の 暗 色 塗 装 層 12を 設 け る の が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 美 観 が 向 上 す る 。 暗 色 塗
装 層 12は 、 例 え ば ス ク リ ー ン 印 刷 に よ り 設 け る こ と が で き る 。 暗 色 塗 装 層 12の 色 は カ メ ラ
本 体 の 色 等 に よ り 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。 具 体 的 に は 例 え ば 黒 色 が 挙 げ ら れ る 。 暗 色 塗 装 層
12は 、 必 ず し も 透 明 基 板 10の 前 面 の 周 端 部 に 設 け る こ と に 限 定 す る 主 旨 で は な く 、 必 要 に
応 じ て 後 面 の 周 端 部 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
(2) 反 射 防 止 用 透 明 媒 体
　 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11は 、 そ の 屈 折 率 N 1 が 下 記 一 般 式 (1)：
　 　 　 No＜ N 1 ＜ Ns

2 　 　 　 ・ ・ ・ (1)
（ た だ し Noは 空 気 の 屈 折 率 で あ り 、 Nsは 保 護 カ バ ー の 屈 折 率 で あ る 。 ） を 満 た す 必 要 が あ
る 。 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11の 屈 折 率 N 1 が 上 記 式 (1)を 満 た す こ と に よ り 、 優 れ た 反 射 防 止
効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11の 屈 折 率 N 1 は 、 下 記 一 般 式 (3)：
　 　 　 1.1× No＜ N 1 ＜ 0.9× Ns

2 　 　 　 ・ ・ ・ (3)
（ た だ し No及 び Nsは 式 (1)と 同 じ で あ る 。 ） を 満 た す の が 好 ま し く 、 下 記 一 般 式 (4)：
　 　 　 1.2× No＜ N 1 ＜ 0.8× Ns

2 　 　 　 ・ ・ ・ (4)
（ た だ し No及 び Nsは 式 (1)と 同 じ で あ る 。 ） を 満 た す の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11の 可 視 光 透 過 率 は 、 限 定 的 で は な い が 、 70％ 以 上 で あ る の が 好 ま
し く 、 85％ 以 上 が よ り 好 ま し い 。 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層 11の 厚 さ は 、 透 明 基 板 10と 液 晶 モ
ジ ュ ー ル ２ と の 間 隔 d 1 に 一 致 さ せ る 。 例 え ば デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 場 合 、 間 隔 d 1 は 通 常
0.2～ 0.5 mmで あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11は 、 そ の 屈 折 率 N 1 が 上 記 式 (1)を 満 た す 限 り 特 に 限 定 さ れ ず 、 液
体 及 び 固 体 （ ゲ ル も 含 む ） の い ず れ で も よ い 。 具 体 的 に は 、 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11と し て
は 、 水 （ 屈 折 率 ： 1.33） 、 ア ク リ レ ー ト 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.45～ 1.57） 、 ニ ト ロ セ ル ロ ー ス
樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.46～ 1.51、 可 視 光 透 過 率 ： 90％ ） 、 セ ル ロ ー ス ト リ ア セ テ ー ト 樹 脂 （ 屈
折 率 ： 1.50、 可 視 光 透 過 率 ： 90％ ） 、 セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト ブ チ レ ー ト 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.
47、 可 視 光 透 過 率 ： 87％ ） 、 セ ル ロ ー ス ト リ ブ チ レ ー ト 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.48、 可 視 光 透 過
率 ： 91％ ） 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.53、 可 視 光 透 過 率 ： 70％ ） 、 ポ リ ス チ レ ン
（ PS） 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.59～ 1.60、 可 視 光 透 過 率 ： 90％ ） 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト
（ PET） 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.65、 可 視 光 透 過 率 ： 87％ ） 、 PC樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.55～ 1.6、 可 視
光 透 過 率 ： 90％ ） 、 非 晶 質 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.53） 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル
樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.49～ 1.52） 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.45～ 1.46） 、 エ
ポ キ シ 樹 脂 （ 屈 折 率 ： 1.55～ 1.61） 、 テ ト ラ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス （ TAC） （ 屈 折 率 ： 1.47
） 、 ポ リ ス ル フ ォ ン （ PSF） （ 屈 折 率 ： 1.63） 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 中 で も 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 11と し て は 水 及 び 紫 外 線 硬 化 性 で あ る ア ク リ レ ー ト 樹 脂 が 好
ま し い 。 ア ク リ レ ー ト 樹 脂 と し て は 、 エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 、 ウ レ タ ン ア ク リ レ ー ト 、 ポ
リ エ ス テ ル ア ク リ レ ー ト 及 び ア ク リ ル 樹 脂 ア ク リ レ ー ト が よ り 好 ま し い 。 ア ク リ レ ー ト 樹
脂 は 、 （ メ タ ） ア ク リ レ ー ト 類 の 単 独 重 合 体 に 限 定 さ れ ず 、 他 の 不 飽 和 モ ノ マ ー と の 共 重
合 体 で あ っ て も よ い 。 他 の 不 飽 和 モ ノ マ ー と し て 、 例 え ば ス チ レ ン が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
(3) 透 明 接 着 層
　 図 ３ に 示 す 透 明 接 着 剤 111a， 111bと し て 、 例 え ば エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 樹 脂 が 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
(4) 反 射 率
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ る 保 護 カ バ ー １ は 、 可 視 光 域 に お い て 反 射 率 が ６ ％ 以 下
で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
[3] 保 護 カ バ ー の 装 着 方 法
　 以 下 本 発 明 の 保 護 カ バ ー を 表 示 パ ネ ル に 装 着 す る 方 法 に つ い て 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ
に 組 み 込 ま れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル に 装 着 す る 場 合 を 例 に と っ て 説 明 す る 。 図 ４ (a)に 示 す よ
う に 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 背 面 カ バ ー ３ の 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ の 画 面 20に 対 向 す る 部
位 に 開 口 部 ５ を 設 け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ (b)に 示 す よ う に 、 枠 部 30の 縁 部 31に 沿 っ て 環 状 の シ ー ル パ タ ー ン ４ を 設 け る 。 シ
ー ル 材 ４ と し て は 、 ア ク リ レ ー ト 樹 脂 等 の 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 が 好 ま し い 。 図 ４ (c)に 示 す
よ う に 、 透 明 基 板 10を 枠 部 30の 前 面 に 接 着 す る 。 そ れ と と も に 、 未 硬 化 の シ ー ル 材 ４ を 介
し て 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ に 透 明 基 板 10を 重 ね 、 シ ー ル 材 ４ を 硬 化 さ せ る 。 こ の よ う に し て 、
液 状 の 透 明 媒 体 11を 充 填 す る た め の 空 間 50を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ (c)及 び 図 ５ に 示 す よ う に ， 透 明 基 板 10に 、 液 状 の 透 明 媒 体 11を 注 入 す る 孔 13、 及
び ド レ イ ン 用 の 孔 14を 、 シ ー ル パ タ ー ン ４ の 内 側 に 設 け る 。 透 明 基 板 10に 孔 14を 設 け る こ
と に よ り 、 液 状 透 明 媒 体 11を 孔 13か ら 圧 入 し た 時 に 、 気 泡 の 残 留 を 伴 わ ず に 、 空 間 50に 充
填 す る こ と が で き る 。 図 ４ (c)に 示 す よ う に 、 孔 13及 び 14は 環 状 暗 色 塗 装 層 12を 設 け た 領
域 内 に 設 け る の が 好 ま し い 。 必 要 に 応 じ て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ゴ ム パ ッ キ ン 40を 介 し て
供 給 管 41を 孔 13に 隙 間 な く 挿 入 す る と と も に 、 ゴ ム パ ッ キ ン 40を 介 し て 排 出 管 42を 孔 14に
隙 間 な く 挿 入 し 、 液 状 透 明 媒 体 11を 供 給 管 41か ら 圧 入 し て も よ い 。 必 要 に 応 じ て 排 出 管 42
を 、 真 空 ポ ン プ 等 の 真 空 吸 引 手 段 に 接 続 し 、 空 間 50内 を 排 気 し な が ら 液 状 透 明 媒 体 11を 圧
入 し て も よ い 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-189715 A 2006.7.20



【 ０ ０ ３ ４ 】
　 透 明 媒 体 11と し て 紫 外 線 硬 化 性 で あ る ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を 使 用 す る 場 合 、 溶 剤 を 使 用 せ
ず に 、 光 重 合 開 始 剤 を 添 加 し た 液 状 の 状 態 で 空 間 50に 充 填 す る 。 光 重 合 開 始 剤 と し て は ア
セ ト フ ェ ノ ン 類 、 ベ ン ゾ イ ン 類 、 ベ ン ゾ フ ェ ノ ン 類 、 チ オ キ サ ン ソ ン 類 等 の 公 知 の も の で
よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 液 状 透 明 媒 体 11を 空 間 50に 充 填 し た 後 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 孔 13及 び 14に 、 接 着 剤 43，
43を 充 填 し 、 硬 化 さ せ る こ と に よ り 封 止 す る 。 接 着 剤 43は 特 に 制 限 さ れ な い が 、 紫 外 線 の
照 射 に よ り 瞬 時 に 固 化 す る 点 で 、 紫 外 線 硬 化 性 接 着 剤 が 好 ま し い 。 紫 外 線 硬 化 性 接 着 剤 43
と し て は 、 ア ク リ ル 系 接 着 剤 、 エ ポ キ シ 系 接 着 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 ア ク リ ル 系 接 着 剤 と し
て は 、 PMMA系 接 着 剤 が 好 ま し い 。 透 明 媒 体 11が 紫 外 線 硬 化 性 の ア ク リ レ ー ト 樹 脂 の 場 合 、
空 間 50と と も に 孔 13及 び 14に も 光 重 合 開 始 剤 を 添 加 し た ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を 充 填 し た 後 、
一 体 的 に 紫 外 線 硬 化 さ せ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 透 明 基 板 10に は 、 必 ず し も 排 出 孔 14を 設 け る 必 要 が な く 、 図 ８ (a)に 示 す よ う に 注 入 孔 1
3の み を 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 図 ８ (b)に 示 す よ う に 、 排 気 ラ イ ン 42と 、 液 状 透 明 媒 体
11を 供 給 す る ラ イ ン 41と を 切 換 え る こ と が で き る コ ッ ク 44を 備 え た 排 気 ／ 供 給 管 45を 用 い
て 液 状 透 明 媒 体 11を 空 間 50に 充 填 す る 。 排 気 ／ 供 給 管 45を 、 ゴ ム パ ッ キ ン 40を 介 し て 孔 13
に 隙 間 な く 挿 入 し 、 コ ッ ク 44を 排 気 ラ イ ン 42に 連 通 さ せ て 空 間 50を 真 空 に す る 。 そ の 後 、
図 ８ (c)に 示 す よ う に 、 コ ッ ク 44を 供 給 ラ イ ン 41に 連 通 さ せ て 液 状 透 明 媒 体 11を 空 間 50に
充 填 す る 。 次 い で 図 ８ (d)に 示 す よ う に 、 上 記 と 同 様 に し て 、 接 着 剤 43を 用 い て 孔 13を 封
止 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ (d)に 示 す よ う に 、 接 着 剤 43を 用 い て 封 止 し た 箇 所 の 表 面 は 、 透 明 基 板 10
の 周 端 部 の 環 状 暗 色 塗 装 層 12と 同 じ イ ン ク に よ り 塗 装 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う な フ ィ ル ム 状 の 透 明 媒 体 層 110を 有 す る 保 護 カ バ ー １ を 液 晶 モ ジ ュ ー ル
２ に 装 着 す る 場 合 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル ２ 上 に 、 こ れ に 近 い 順 に 、 透 明 接 着 層 111b、 フ ィ ル ム
状 透 明 媒 体 層 110、 透 明 接 着 層 111a、 及 び 透 明 基 板 10を 積 層 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 を 以 下 の 実 施 例 に よ り さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 例 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ０ 】

　 PMMA樹 脂 製 基 板 （ 厚 さ ： 0.7 mm） の 一 面 に 、 PMMA樹 脂 を バ イ ン ダ と し て ポ リ ス チ レ ン 微
粒 子 を コ ー テ ィ ン グ し 、 防 眩 膜 を 形 成 し た （ 防 眩 膜 の 屈 折 率 ： 1.49） 。 次 い で 図 ４ (c)に
示 す よ う な 液 状 の 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 を 注 入 す る た め の 孔 、 及 び ド レ イ ン 用 の 孔 を 設 け た
後 、 周 端 部 を 黒 色 塗 装 し た 。 得 ら れ た 孔 付 き 透 明 基 板 を 、 図 ４ (a)～ (c)に 示 す 手 順 に よ り
、 防 眩 膜 を 有 す る 面 が 内 側 に な る よ う に 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に 組 み 込 ま れ た 液 晶 モ ジ
ュ ー ル に 取 り 付 け た 。 カ メ ラ 背 面 カ バ ー と 透 明 基 板 と の 接 着 媒 体 、 及 び 環 状 シ ー ル パ タ ー
ン に は PMMA系 接 着 剤 を 用 い 、 こ れ を 200Wの 高 圧 水 銀 ラ ン プ で 30秒 間 紫 外 線 を 照 射 す る こ と
に よ り 硬 化 さ せ た 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 手 順 に よ り 、 透 明 基 板 と 液 晶 モ ジ ュ ー ル と 環 状 シ
ー ル パ タ ー ン と に よ り 形 成 さ れ た 空 間 （ 透 明 基 板 と 液 晶 画 面 と の 間 隔 ： 0.35 mm） に 、 水
を 充 填 し た 。 透 明 基 板 の 注 入 孔 及 び ド レ イ ン 孔 は 、 PMMA系 接 着 剤 に よ り 封 止 し た 。 得 ら れ
た 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 分 光 反 射 法 に よ り 測 定 し た と こ ろ 、 図 ９ に 示 す よ う に 400～ 700 n
mの 波 長 の 光 に 対 し て ５ ％ 以 下 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】

　 PC樹 脂 製 基 板 を 使 用 し 、 防 眩 処 理 を サ ン ド ブ ラ ス タ ー に よ り 施 し た 以 外 実 施 例 １ と 同 様
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に し て 、 孔 付 き 透 明 基 板 を 作 製 し た 。 得 ら れ た 孔 付 き 透 明 基 板 を 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、
デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に 組 み 込 ま れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル に 取 り 付 け た 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す
手 順 に よ り 、 透 明 基 板 と 液 晶 画 面 と シ ー ル パ タ ー ン と に よ り 形 成 さ れ た 空 間 （ 透 明 基 板 と
液 晶 画 面 と の 間 隔 ： 0.35 mm） に 、 光 重 合 開 始 剤 を 含 有 す る エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を
充 填 し た 。 透 明 基 板 の 注 入 孔 及 び ド レ イ ン 孔 に も エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を 充 填 し た 後
、 200Wの 高 圧 水 銀 ラ ン プ で 30秒 間 紫 外 線 を 照 射 し 、 充 填 し た エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を
硬 化 さ せ た 。 得 ら れ た 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 分 光 反 射 法 に よ り 測 定 し た と こ ろ 、 図 10に 示
す よ う に 400～ 700 nmの 波 長 の 光 に 対 し て ６ ％ 以 下 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】

　 片 面 に 真 空 蒸 着 に よ り MgF 2 膜 を λ /４ （ λ ＝ 500 nm） の 厚 さ に 形 成 し た PC樹 脂 製 基 板 を
使 用 し 、 反 対 面 に 防 眩 処 理 を サ ン ド ブ ラ ス タ ー に よ り 施 し た 以 外 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、
孔 付 き 透 明 基 板 を 作 製 し た 。 得 ら れ た 孔 付 き 透 明 基 板 を 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 デ ジ タ ル
ス チ ル カ メ ラ に 組 み 込 ま れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル に 取 り 付 け た 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 手 順 に よ
り 、 透 明 基 板 と 液 晶 画 面 と シ ー ル パ タ ー ン と に よ り 形 成 さ れ た 空 間 （ 透 明 基 板 と 液 晶 画 面
と の 間 隔 ： 0.35 mm） に 、 光 重 合 開 始 剤 を 含 有 す る エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を 充 填 し た
。 透 明 基 板 の 注 入 孔 及 び ド レ イ ン 孔 に も エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を 充 填 し た 後 、 200 W
の 高 圧 水 銀 ラ ン プ で 30秒 間 紫 外 線 を 照 射 し 、 充 填 し た エ ポ キ シ ア ク リ レ ー ト 樹 脂 を 硬 化 さ
せ た 。 得 ら れ た 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 分 光 反 射 法 に よ り 測 定 し た と こ ろ 、 図 11に 示 す よ う
に 400～ 700 nmの 波 長 の 光 に 対 し て ２ ％ 以 下 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】

　 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 一 面 に 防 眩 膜 を 形 成 し た PC樹 脂 製 透 明 基 板 を 作 製 し た 。 そ の 周
端 部 に 黒 色 塗 装 を 施 し た 。 塗 装 部 を 設 け た 透 明 基 板 を 、 防 眩 膜 を 有 す る 面 が 内 側 に な る よ
う に 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に 組 み 込 ま れ た 液 晶 モ ジ ュ ー ル に 取 り 付 け た （ 透 明 基 板 と 液
晶 画 面 と の 間 隔 ： 0.35 mm） 。 得 ら れ た 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 分 光 反 射 法 に よ り 測 定 し た
と こ ろ 、 図 12に 示 す よ う に 400～ 700 nmの 波 長 の 光 に 対 し て ７ ％ を 超 え て お り 、 実 施 例 １
～ ３ に 比 較 し て 明 ら か に 劣 っ て い た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 保 護 カ バ ー を 装 着 し た デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 一 例 を 示 す 背 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の A-A断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 保 護 カ バ ー を 装 着 し た デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 別 の 例 を 示 す 部 分 拡 大 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 (a)は デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 開 口 部 を 示 す 部 分 拡 大 背 面 図 及 び 部 分 拡 大 断 面 図
で あ り 、 (b)は 図 ４ (a)に 示 す デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 液 晶 モ ジ ュ ー ル に 環 状 シ ー ル パ タ ー
ン を 設 け た 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 背 面 図 及 び 部 分 拡 大 断 面 図 で あ り 、 (c)は 図 ４ (b)に 示 す 環
状 シ ー ル パ タ ー ン を 介 し て 液 晶 モ ジ ュ ー ル に 透 明 基 板 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 背 面
図 及 び 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ (c)に 示 す 透 明 基 板 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル 及 び 環 状 シ ー ル パ タ ー ン に よ り 形 成 さ
れ た 空 間 へ の 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 の 充 填 方 法 の 一 例 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ (c)に 示 す 透 明 基 板 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル 及 び 環 状 シ ー ル パ タ ー ン に よ り 形 成 さ
れ た 空 間 へ の 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 の 充 填 方 法 の 別 の 例 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ (c)に 示 す 透 明 基 板 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル 及 び 環 状 シ ー ル パ タ ー ン に よ り 形 成 さ
れ た 空 間 に 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 が 密 封 さ れ た 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 (a)は 図 ４ (b)に 示 す 環 状 シ ー ル パ タ ー ン を 介 し て 、 孔 を 一 つ の み 設 け た 透 明 基 板
を 液 晶 モ ジ ュ ー ル に 装 着 し た 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ り 、 (b)は 図 ８ (a)に 示 す 透 明
基 板 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル 及 び 環 状 シ ー ル パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ た 空 間 を 排 気 す る 様 子 を 示
す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ り 、 (c)は 図 ８ (a)に 示 す 透 明 基 板 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル 及 び 環 状 シ ー ル
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パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ た 空 間 に 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 を 充 填 す る 様 子 を 示 す 部 分 拡 大 断 面
図 で あ り 、 (d)は 図 ８ (a)に 示 す 透 明 基 板 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル 及 び 環 状 シ ー ル パ タ ー ン に よ り
形 成 さ れ た 空 間 に 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 が 密 封 さ れ た 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 １ の 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ２ の 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 ３ の 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ２ 】 比 較 例 １ の 保 護 カ バ ー の 反 射 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ３ 】 液 晶 パ ネ ル に 装 着 さ れ た 従 来 の 保 護 カ バ ー の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 液 晶 パ ネ ル に 装 着 さ れ た 従 来 の 保 護 カ バ ー の 別 の 例 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ， 100， 101・ ・ ・ 保 護 カ バ ー
　 　 　 10・ ・ ・ 透 明 基 板
　 　 　 11・ ・ ・ 反 射 防 止 用 透 明 媒 体 層
　 　 　 　 　 110・ ・ ・ フ ィ ル ム 状 透 明 媒 体 層
　 　 　 　 　 111a， 111b・ ・ ・ 透 明 接 着 層
　 　 　 12・ ・ ・ 暗 色 塗 装 層
　 　 　 13， 14・ ・ ・ 孔
　 ２ ・ ・ ・ 液 晶 モ ジ ュ ー ル
　 　 　 20・ ・ ・ 液 晶 画 面
　 　 　 21・ ・ ・ 液 晶 パ ネ ル
　 　 　 22・ ・ ・ 偏 光 板
　 ３ ・ ・ ・ カ メ ラ 背 面 カ バ ー
　 　 　 30・ ・ ・ 枠 部
　 　 　 31・ ・ ・ 枠 部 の 縁 部
　 　 　 32・ ・ ・ 額 縁 部
　 ４ ・ ・ ・ 環 状 シ ー ル パ タ ー ン
　 40・ ・ ・ ゴ ム パ ッ キ ン
　 41・ ・ ・ 液 状 透 明 媒 体 供 給 管
　 42・ ・ ・ ド レ イ ン 管
　 43・ ・ ・ 封 止 用 接 着 剤
　 44・ ・ ・ コ ッ ク
　 45・ ・ ・ 排 気 ／ 供 給 管
　 ５ ・ ・ ・ 開 口 部
　 　 　 50・ ・ ・ 空 間
　 112・ ・ ・ 外 光 反 射 防 止 層
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